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昭和 51年秋田県田沢湖町を中心と した水稲冷害の実態

その 1 調査地区の概況および気象条件と被害の実態
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1ま え が き

昭和51年における東北地方の気象は,7月 までは変動が

多いながらもほぼ順調な経過であつたが,8月 に入り低温・

少照の日が連続し,9月に入つても大きな回復はみられず,
そのため東北地方全般にわたって水稲に冷害が発生した。

東北農業試験場栽培第一部では,こ れら冷害の実態を知

り,今後の冷害対策技術確立の基礎資料にするため秋田県

田沢湖町を中心に実態調査を実施した。そのなかから調査

地区の概況および気彙条件と被害の実態について報告する。

2 試 験 方 法

(0 調査地区は標高の異なるつぎの 4地区とした。

きい。主なかんがい水源は玉川・下田沢・神代 (出 口)で

は沢水であり,四ツ屋では河川水である。作付品種は玉川

をのぞいて近年の好気象による豊作を反映して早生積から

中晩生種に移行している。機械移植栽培の導入は玉川でも

55%,他の調査地区では 70～ 80¢ に達している。粗大有
機物の施用状況は各調査地区とも腐熟堆lEよ りも生わら施

用が多く,ま た化学1巳料の施用量は極めて多い。水管理法

は標高が高いところほど掛流しが多く,常時,水田に冷水
がかんがいされている状態である。平年の10ア ール当り収

量は玉川 480り,下田沢540り ,神代 (出 口)550り,四
ツ屋 600切以上で標高が高いところほど少ない。

2 気象条件
昭和51年の稲作期間の気象は,図 1の ように, フ月末ま

では変動が多いながらもほぼ順調な経過であつたが, 8月

に入り低温・少照となり,月末まで続いた。 8月 の気温と

日照を大山における過去7,力 年の観測値からみると最高気

温は最も低く,最低気温は 4番 目に低い。日照は 2番 目に

少なく,ま さに低温・少照の異常気象で,玉川・下田沢・
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12)調査地区の場況ならびに栽培条件については農業改

良普及所,役場,農業協同組合,農家などからの関きとり

調査,被害状況については調査圃場を選定し,立毛および.

抜取株の分解調査を行なつた。

13)気象については,つぎの観測成績を利用した。
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東北農業試験場栽培第一部

も 結果および考察

` 
調査地区の概況

各調査地区とも水稲作が主体であるが兼業化が極めて進

行している。水田の土地条件は玉川が山間地,下田沢は河

川敷小盆地の平坦地・ 神代 (出口)は山合
いの平坦地,四

ツ屋は平坦地で,標高が高いところほど傾斜地の割合は大 昭和51年の稲作期間の半旬,1気象平年差(大由)|
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表 1 調査地区における昭和51年 8・ 9月 の気温
と天気日数

なかつたが,玉川などの山間高冷地の冷水かんがい水田で

極端に出穂が遅延し,開花までに達しなかつたものに発生

したと推定される。

(2)収量構成要素と減収要素

収量構成要素のうち栄養生長形質である穂数・靭数は各

調査地区とも平年に比較して差がなく,減収の要因となつ

た収量構成要素は登熟形質で,つぎの要素である。

● 不稔歩合 :穎花の障害によるもの。 ,発 育停止率
:登熱初期に胚乳の発育が停止したもの。 3)層米歩合 :

登熟中期に胚乳の発育が停止したもの。 41粒重低下率 :

形態的には完全粒であるが澱粉の蓄積が不充分なもの。減

収に対するこれら4要素の寄与率を示したのが図 3で ,各

調査地区とも不稔歩合は大きく。 しかも標高が高いところ
ほど顕著である。不稔歩合と玄米収量との関係をみると表

2の ように,いずれも高い負の相関関係にあり,減収を左

右した主要素は不稔の発生である。また,不稔歩合と粒重

低下率との関係をみた結果,各調査地区とも明瞭な関係は

みられない。
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神代(出 口)で も同様である。また,表 1には各地区の昭

和 51年 8・ 9月 の気温と天気日数を比較したが,各地区と

も雨・曇の日数は極めて多く,ま た,最高気温・最低気温

ともに玉川と四ツ屋の間には約2℃ の差めみ られ,標高100

″上るにつれて約 0フ℃の低下が推測される。標高にとも

なう気温の低下は昭和51年のような低温年でより大きいよ

うである。したがつて幼穂発育途中で障害をうけやすい17

℃以下の気温の出現は標高が高くなるほど多く,ま た登熟

期での
'月
なかば以降の気温も登熟に良好とされる平均気

温 2『C以上の日数は標高が高いところはど少なかつたと推

定される。

水日の水温は直接観測した数値はないが,玉川・下田沢・

神代 (出口)は沢水かんがいであり,水温は気温と日照に

大きく影響されること,調査地区付近のダムや河川の水温

は 8月 以降かなり低下したことを考えると,こ れらの地区

の用水温も極めて低下したものと推定される。

3 被害の実態
調査地区における平年に対する減収率は図2の ように,

玉川>下田沢>神代(出 口)>四 ツ屋の順で標高が高いと

ころほど被害が大きい。
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図 2 調査地区の減収歩合

(1)穎花の解割的被害様相

収穫時に顆花の被害様相を解割的に観察した結果,つぎ

のようであつた。

1)障害不稔 :開花は終了しており内外顆は容易に分離

され.花柱は伸長して穎の上部内外に綺が残存じ稔実して

いない。 2胚 乳の発育停止 :穎花内の胚乳は長さと幅が
ある程度発達しているが胚乳内は水溶性物質のまま停止し

ている〈偽稔の可能性もある )。 31固熟籾 :澱粉が集積

し固熟したもので,こ れには完全米および不完全な層米な

どが含まれる。なお,閉頴不稔は本調査試料では観察され
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日 3 減収に対する4要素の寄与率
(調査試料の地区平均値 )
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(3)玄米の品質

登熟障害にともなう玄米の品質を調査した結果,標高の

高いところほど品質の低下が著しく,心白米・腹自米に比

べて青米・茶米が多く, とくに青米は50¢ を超える試料も

あり品質低下の主因となつた。

4 む  す  び

昭和51年の秋田県田沢湖町を中心とする水稲の冷害は,

8月 の異常低温・少照と,月 の不良気魚が標高の高いとこ

ろほど著しく,それによって生育が遅延し,障害不稔と胚

乳の発育停止や層米の増加,粒重の低下を招き,高冷地ほ

ど減収が大きく,米の品質も低下した。

表 2 玄米重と不稔歩合の相関係数


